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先史先史先史先史アンデスアンデスアンデスアンデスのののの文明形成文明形成文明形成文明形成プロセスプロセスプロセスプロセス研究研究研究研究とととと 


    クントゥルクントゥルクントゥルクントゥル・・・・ワシワシワシワシ遺跡遺跡遺跡遺跡データベースデータベースデータベースデータベース 


加藤 泰建（埼玉大学） 


 


本報告書は平成 14年度から平成 18年度までの五年間、科学研究費補助金（基盤研究 S）


を受けて実施した研究「先史アンデス社会の文明形成プロセスの解明」の成果を公表する


ものである。 


この研究は南米ペルー北部地方において紀元前１千年紀に展開したアンデス文明の形成


プロセスを考古資料に基づく多面的な分析によって実証的に解明することを目的として実


施された。資料の中心をなすのはクントゥル・ワシ神殿遺跡の調査データである。これは


1988 年以来 12 回にわたって実施した発掘調査から得られたものであり、数多くの重要な


学術データを含んでいる。これらの調査成果については、すでにさまざまな形で発表して


きたが、蓄積されたデータの全体を取りまとめる作業には至らなかった。そこで、今研究


期間において、新たな視点を導入しつつクントゥル・ワシ遺跡についての調査研究の集大


成を行い、研究を質的に飛躍させることを目指した。そのために設定した研究の目的は次


の 4点である。 


 （１）クントゥル・ワシ神殿遺跡データベース（KWDB）の構築 


  クントゥル・ワシ神殿遺跡の調査で得られた膨大な一次資料をあらためて整理、再 


 検討し、データの集大成を図る。データは可能な限りデジタル情報化し、内外の研究  


 者に出土資料と分析データの両方が利用できる形のデータベースを構築する。 


 （２）複数の地域における神殿遺跡データの充実 


  クントゥル・ワシ神殿が立地する北部ペルーの関連地域において、環境条件が異な  


 る場所での神殿遺跡を選定し、同じ調査枠組みのもとで集中発掘を行って、厳密な比  


 較検討が可能になるようなデータを収集する。 


 （３）地域社会の発展プロセスの解明 


  クントゥル・ワシを含めて同時代の複数の神殿遺跡の考古学調査から得られたデー 


 タを分析し、それぞれの遺跡研究から読み取れる独自の内的発展プロセスをあきらか 


 にするとともに、全体的な比較検討を行う。 


 （４）文明の形成プロセスの解明 


   地域を超えた神殿社会間の相互作用に焦点をあて、アンデス文明の形成プロセスに  


  ついて解明する。 


 本稿では、第一の課題であるクントゥル・ワシ神殿遺跡データベースの構築について詳


述し、その後で、他の地域における調査研究の成果等について触れていくことにする。 


 


１１１１．．．．ククククントゥルントゥルントゥルントゥル・・・・ワシワシワシワシ神殿遺跡神殿遺跡神殿遺跡神殿遺跡のののの調査研究調査研究調査研究調査研究  


 クントゥル・ワシ神殿遺跡データベースについて述べるにあたって、まず 1988 年以来


12回を重ねたクントゥル・ワシ遺跡の発掘調査の概要について簡単にまとめ、調査資料の


分析、出土資料の整理分析に関する背景を明らかにしておく。 


 







クントゥル・ワシ神殿遺跡の発掘調査は 1988年に開始された。当初、二年計画で実施し


た調査は、予想以上の重要な発見が相次ぎ、結局、その後 10年以上にわたる長期の研究プ


ロジェクトへと発展することになったのである。とりわけ二年目の 1989年には紀元前 800


年頃の金製品を伴う特別な墓、大型の石彫、彩色壁画など学術上きわめて貴重な発見があ


り、国際学界において大きな注目を集めるとともに、広く一般の関心も引くところとなっ


た。これらの学術資料はこれまでの先史アンデス研究では知られていなかったまったく新


しい知見であり、たとえば金製品は南米アンデス地域だけではなくアメリカ大陸全体でも


最も古い発見例であった。 


  昭和 63年度～平成元年度科学研究費補助金 研究代表者：大貫良夫 


   『古代アンデス文明の生成過程の研究』 


 


1990 年には前年度の調査で完了しなかった金製品を伴う特別の墓群の緊急発掘を行い、


一連の関連資料をすべて収集することができた。その結果、このような新知見である特別


の墓の意味と神殿建築との関係も明らかとなった。 


  平成２年度科学研究費補助金 研究代表者：大貫良夫 


  『クントゥル・ワシ墳墓の緊急発掘』 


  


 1988-1990 年の三年間の研究成果から、クントゥル・ワシ神殿遺跡の重要性があらため


て確認され、さらに調査を続行する必要があったが、当時のペルーは政情不安が深刻であ


り、これ以上の発掘を行うことはほとんど不可能な状態にあった。そこで、この間の


1990-1992 年には、首都リマに辛うじて搬出できた墓関係の重要出土品の整理分析と資料


の公開などを行い、さらに一時輸出の許可を得て日本に持ち帰ることができた一部の資料


について分析と一般公開を行った。 


  


 1993年に再開した発掘調査では、クントゥル・ワシ神殿全域にわたる調査域の拡張を行


い、複雑に重なり合って埋まっていた建造物群を数多く確認した。この結果、神殿がイド


ロ期（950-800 BC.）、クントゥル・ワシ期（800-550 BC.）、コパ期（550-250 BC.）の三時期


約 700年間にわたって使用され、アンデス文明の生成・発展のプロセスと深くかかわって


いたことが明らかとなった。また、その後のソテーラ期（250-50 BC.）において神殿は完


全に機能を失って放棄されてしまうこともわかった。このような編年的位置づけが明確に


なっただけではなく、神殿の構造が時期によって様々に変化していくプロセスも具体的に


把握することができた。 


  平成５年度～平成６年度科学研究費補助金 研究代表者：大貫良夫 


  『中央アンデス北部高地の形成期文化の研究』 


 


 研究チームは、このような学術的調査と並行して、発見された文化財資料の管理・保管


という課題にも取り組まなければならなかった。とくに 1989-90 年に発見された金製品を


含む特別な墓の副葬品を中心とした重要資料についての保管問題が緊急の課題であった。


1989 年の発見当初から抱えてきた難問は、1994 年に現地の村にクントゥル・ワシ博物館


Museo Kuntur Wasiを建設し、資料をそこに保管するということで、ようやく暫定的な解決


を見た。これは研究チームが研究成果の社会還元という一般的な課題だけではなく、遺跡







や遺物などの文化遺産を現代社会、とりわけ地域村落の社会発展に資するという文化人類


学の応用的研究にも取り組む発端ともなるのである。 


 1996-97 年の発掘調査では、引き続き神殿遺跡の全容解明を図るとともに、これまで作


業が遅れていた基礎データの整理と解析を行い、調査研究の完成を目指すことになってい


た。しかし 1996 年、1997 年と 2 年続けて、再び数多くの金製品を伴う特別な墓が発見さ


れ、それ以外にも彩色レリーフや石彫など新しい発見が相次いだ。金製品だけでも点数に


して 200点余を越え、質量ともに貴重なデータがさらに蓄積されることになった。これら


の成果によってクントゥル・ワシ神殿の重要性がますます明らかとなり、さらに発掘調査


を継続する必要がでてきたが、一方で、再び重要学術資料の保管問題と地域社会の振興と


いう課題に直面することとなる。 


  平成８年度～平成９年度科学研究費補助金 研究代表者：大貫良夫 


  『中央アンデスにおける祭祀センターと文明形成の研究』 


 


 1998 年の発掘調査は 1996、1997 年と続いた金製品などの重要な発見を受けた緊急補充


調査であり、あらためて特別な墓の意味を解明することを目的に実施された。その結果、


このような特別な墓は、1989年に確認したように紀元前 800年の大神殿建立時に伴うもの


だけではなく、その後も繰り返し行われた神殿の増改築の際に同じように墓が埋め込まれ


ていたことが確認された。さらにこれらの資料から金製品のデザイン、用途、製作技法な


どが時間の経過（BC.800-BC.250）とともに変化発展していく様相を把握することができた。 


 平成 10年度科学研究費補助金 研究代表者：加藤泰建 


  『クントゥル・ワシ遺跡の発掘調査』 


 


 このような新たな知見を踏まえて、これまでの調査データを全面的に整理し直し、再検


討することが必要となり、一方で、発掘規模を拡大してデータ収集をさらに強化すること


も重要になってきた。しかし、実際には、再び発見された重要資料の早期公開と保管体制


の確立という緊急課題の対応に追われることになる。1994年に建設したクントゥル・ワシ


博物館のスペースでは新たな資料を収蔵することがもはや不可能で、博物館の増改築と管


理体制の抜本的な見直しが必要となったのである。 


 


 1999-2001 年にかけてはクントゥル・ワシ神殿遺跡の全容を解明することを目指し、こ


れまでをはるかに上回る規模の発掘調査を実施することになった。この大規模調査は国際


社会における要請に応えるものでもあった。クントゥル・ワシ神殿遺跡の研究成果を受け


たペルー国文化庁が国の文化史跡として保存することの重要性を認識し、国際的な援助要


請を行ったのである。具体的には国連ユネスコ（UNESCO: United Nations Educational, 


Scientific and Cultural Organization）がユネスコ文化遺産保存事業として「クントゥル・ワ


シ神殿の修復･保存プロジェクト」を採択し、2000 年より日本信託基金によってプロジェ


クトが実際に着手されることになった。この修復･保存事業にあたっては、当然、学術調査


が必須であり、こうして大規模な発掘調査が実施されることになった。 


 学術調査と修復・保存の主体はこれまで調査を行ってきた日本の研究チームが担うこと


になる。その結果、大規模発掘によってクントゥル・ワシ神殿遺跡に関する学術資料は質


量ともに格段に充実されることになった。 







一方で、クントゥル・ワシ神殿遺跡データの重要性が高まるにつれ、そのデータをより


広いコンテクストにおいて位置づける必要もでてきた。そのために関連する地域、すなわ


ち海岸地方にあるリモンカルロ神殿の調査と山間盆地カハマルカでの一般調査などが実施


され、その成果が、本研究の構想の一つである広域社会の動態把握に結びつくのである。


また、人骨の形態学的研究、人骨資料から抽出したコラーゲンによる食性等の分析研究、


金製品など金属の理化学分析研究、土器を構成する粘土の鉱物分析研究など自然科学の研


究者との共同作業を実施し、アンデスにおける考古学資料の理化学的な分析の可能性を検


討、今後の研究法における質的転換を図る契機となった。 


  平成 11～13年度科学研究費補助金 研究代表者：加藤泰建 


  『アンデス先史の人類学的研究』 


 


これらの学術調査と並行して、研究チームは 1999年には懸案となっていたクントゥル・


ワシ博物館の増改築を行い、あらたな資料も含めた重要出土遺物の収蔵と公開を実現する


体制を整えた。また、これに関連して 1999 年にはペルーにおいて、2000 年には日本にお


いて博物館等で展覧会を実施して一般公開を行うとともに、重要出土遺物のカタログ化を


行った。 


 


1988 年以来 10 数年にわたるクントゥル・ワシ神殿遺跡の調査研究では、重要な学術資


料の発見、それに伴って必要となった発掘調査規模の拡大を繰り返し、一方で発見された


文化遺産の保全、管理に関わる緊急課題、さらに地元社会の地域開発などに関連する社会


貢献的応用課題にも取り組んできた。こうして 2001年には、長期にわたって実施してきた


クントゥル・ワシ神殿遺跡の発掘調査を完了させる見通しがつき、2002年の発掘を残すの


みとなった（実際にはユネスコの修復・保存プロジェクトは 2003年に完了した）。 


 しかし様々な課題の中で緊急性の高いものを優先させなければならなかったという事情


から、発掘データの基礎的な整理、分析が不十分な状態のまま積み残されてきたという問


題が依然として残っていた。まだ調査で得られた資料を全て公開する段階にはいたってい


ない。調査としては大きな成果をあげてきたクントゥル・ワシ神殿遺跡の発掘は、それが


完了した時点であらためて資料全体を再整理、再検討する必要があった。そのような研究


成果の集大成と公開は内外のアンデス先史研究者の待望するものである。そこで懸案とし


て残った課題、クントゥル・ワシ神殿遺跡発掘の全資料の再整理・再分析とそれに基づく


遺跡データベース構築に着手することになった。 


 2002 年から本格的に着手したデータベース構築という作業は予想以上に困難であった。


発掘資料の基本となる出土遺物の再整理、再分析をほとんどすべて現地で行わなければな


らない。文化財遺物は法令によって国外、すなわち日本に持ち出すことができないのであ


る。また記録化された膨大な資料、すなわち現場発掘日誌、図面資料、写真等の映像資料、


遺物等の登録台帳は、ほとんどが手書きの資料あるいはフィルム等であった。1988年に始


まった調査当初には調査の拠点を置いた村には電気がなく、上下水道も完備されていなか


った。これらの事情は次第に整備されてきたとはいえ、現地調査時の大半においてコンピ


ュータを用いた情報処理などはほとんど不可能な状態にあった。 


2002 年から 2006 年までの本研究期間 5 年間、夏期の限定された期間における現地での


出土遺物資料の再整理、再分析を続けるとともに、国内に持ち帰ったデータの分析、そし







て、これまでの調査期間に記録化されてきた資料を統一した規格の電子媒体に入力、記録


するという作業に多くの労力が費やされることになった。 


 


２２２２．．．．クントゥルクントゥルクントゥルクントゥル・・・・ワシワシワシワシ神殿遺跡神殿遺跡神殿遺跡神殿遺跡データベースデータベースデータベースデータベース（（（（KWDB）））） 


 クントゥル・ワシ神殿遺跡データベース（KWDB）の構造は、次の四つのフォルダに大


別される。（１）KW 発掘調査、（２）KW 遺物資料、（３）KW 発掘記録、（４）KW 関連


文書資料である。KWDBは基本的に現在の研究チームが拠点としている埼玉大学において


管理し、他の研究者等の要請に応じて必要な情報提供を行う形をとる。 


 10年以上にわたる、しかも大規模な発掘調査の結果として蓄積された厖大な量のデータ


は、これまでは様々な形で、様々な場所に保管されていた。データは個々のまとまりとし


ては管理されていたが、相互の関連も含めて全体的な把握については研究チーム内部でも


ほとんど不可能な状態にあったのである。したがって KWDB の構築にあたっては、まず


全データを一括して把握すること、データを体系的に整理し、データへのアクセスを容易


にすることを目指した。また KWDB には発掘調査に関連するすべてのデータを網羅する


こととし、整理、分析作業のプロセスで作成した中間データも含めることにした。必要に


応じてデータ作成の各段階に遡及できるようにするためである。さらに、今後も研究の進


展に応じて、内容を更新、充実させる設計にもなっている。このように KWDB 構築の目


的の一つは、研究チームがそれを活用することで研究をさらに深化させることにある。 


 一方、クントゥル・ワシ神殿遺跡の調査資料は研究チーム以外の研究者にとってもきわ


めて有用なデータが多く含まれている。KWDBの構築によって、これまで部分的にしか公


開しなかった研究成果を全体的に呈示できるようになり、今後クントゥル・ワシ神殿遺跡


のデータを用いた新たな共同研究が展開することも期待できる。そこで他の研究者への公


開を目的とした開示版 KWDB を作成することにした。これは公開可能なデータそのもの


のも含むが、むしろ体系的に分類され管理されるようになった各種データの一覧を呈示す


ることを目的としている。これにより非開示の管理ファイルも含め KWDB の全容と具体


的な個別の資料構成、そして資料の所在が開示される（付録 DVD：表 1-1 KWDBの構造）。 


 開示版KWDBでは多くのデータが解像度を抑えたPDFファイルなどで構成されている。


元データ（高解像度の写真ファイル、データ処理が可能なエクセル、ワード等のファイル）


は管理ファイル内に同名の masterファイルとして収めた。また masterファイルには、デー


タ作成途中の各段階における作業ファイルも収納してある。より詳細なデータの問い合わ


せに対しては、この masterファイルによって個別に情報提供を行うことができる。また研


究チームとの共同研究を行う場合には管理ファイルの masterファイルのほか、それ以外の


関連ファイルも提供する。以下、開示版 KWDBの内容を中心に具体的な説明を行う。 


 


２２２２-１１１１．．．．KW発掘発掘発掘発掘調査調査調査調査ファイルファイルファイルファイル（（（（開示版開示版開示版開示版 KWDB：：：：KW発掘調査発掘調査発掘調査発掘調査）））） 


 KWDBに収められている各種データには調査年度、発掘区、発掘単位などの情報が付随


することが多い。それらが整理の単位や重要な情報項目となっているのである。そこで発


掘区、発掘単位に関する情報を開示する（開示版 KWDB：KW発掘調査／KW発掘区・発


掘単位／KW発掘区・発掘単位一覧.pdf、KW発掘区・発掘単位総覧.pdf、KW発掘区全図.pdf）。 


 また各年度の調査結果は所轄のペルー国文化庁（INC）に報告書（informeインフォルメ）


として提出してきた。そこには各年度の発掘調査に関する基本情報が含まれている。これ







らのインフォルメについても開示版に収めることにした（開示版 KWDB：KW発掘調査／


KWインフォルメ INC／KWインフォルメ一覧.pdf、各年度インフォルメ・ファイル）。 


 さらに出土遺物に関する第一次的な情報は、各年度の調査終了時に文化庁に提出した資


料一覧（inventario インベンタリオ）としてまとめられているものを開示する（開示版


KWDB：KW発掘調査／KWインベンタリオ INC／KWインベンタリオ一覧.pdf、各年度イ


ンベンタリオ・ファイル）。 


 KWDB：KW発掘調査フォルダには、上記開示版の masterファイルのほか、非開示の管


理ファイルとして 2000-2003 年まで実施したユネスコの「クントゥル・ワシ神殿の修復･


保存プロジェクト」関連の報告資料などが含まれる。 


  


 すでに触れたように KWDB の基本重要情報項目となるのはクントゥル・ワシ神殿遺跡


の調査年度、発掘区、発掘単位であり、それについてやや詳しい概要を記しておく。クン


トゥル・ワシ神殿遺跡の発掘は 12回（1988, 1989, 1990, 1993, 1994, 1996, 1997, 1998, 1999, 


2000, 2001, 2002年）にわたって実施された。各年度の調査期間は様々だが、基本的には乾


期の 5-11月の間の数ヶ月間である。発掘が年間を通して、あるいは年度をまたがって行わ


れたことはなく、発掘した場所は遺構も含めて、その都度埋め戻してきた。つまりデータ


は基本的に年度ごとに整理されている。各年度の調査データは以下のように年度と遺跡の


略号 KWを組み合わせた記号で整理されている。ただし個々の調査年の記録においては年


度をさらに短縮した略号も使用している。 


  88KW（8KW）, 89KW（9KW）, 90KW, 93KW（3KW）, 94KW（4KW）,  


  96KW（6KW）, 97KW（7KW）, 98KW, 99KW, 00KW, 01KW, 02KW 


 クントゥル・ワシ神殿遺跡の発掘は、それぞれの調査目的に応じて設定された調査域（発


掘区 sector）毎に実施された。発掘区は Aから Hおよび Kから Rまでのアルファベット名


で示される。調査データは年度と遺跡の略号に発掘区を組み合わせた記号で整理されてい


る（例：96KW-G）。発掘区の名称については設定順にアルファベット名を与えたがＩ，Ｊ


は表記時における数字との混同を避けるため使用していない。またＯ，Ｐ，Ｑはいったん


設定したものの発掘調査は行わなかった。実際に発掘調査を行ったのは 24の発掘区である。


ただし初年度 88KW調査だけは発掘区の設定法が異なり sector名を与えていない。この年


の発掘は予備調査的な性格であり、調査域をおおまかに大基壇の上（KWC）と大基壇前の


テラス部（KWT）に分け、それぞれ設定された順にしたがって調査域の番号を与えた。そ


の調査結果に基づいて翌年度以降の区画設定方針が確立したのである。各年度に調査を実


施した発掘区は以下の通りである（付録 DVD：図 1-1 KW発掘区）。 


  88KW： KWC1, KWC2, KWC3, KWC4, KWC5, KWC6, KWC7, KWC8,  


             KWC20, KWC50, KWT1, KWT2, KWT10 


  89KW： Sector A, Sector B, Sector C, Sector D 


  90KW： Sector A, Sector B  


  93KW： Sector A, Sector B, Sector E, Sector F  


  94KW： Sector A, Sector B, Sector E, Sector F, Sector G, Sector H 


  96KW： Sector A, Sector B, Sector G, Sector H, Sector K  


  97KW： Sector A, Sector B, Sector C, Sector G, Sector L , Sector M 


  98KW： Sector A, Sector B, Sector C, Sector N 







  99KW： Sector A, Sector C 


  00KW： Sector A, Sector H, Sector R  


  01KW： Sector A, Sector R, Sector S 


  02KW： Sector A, Sector R, Sector S 


 89KW以降の調査ではまず発掘区 sectorを定め、その中で区画法 gridに基づいて発掘単


位 unit を決定していった。区画は一方の軸を 5m 単位、直交する他方の軸を 2ｍ単位に区


切って設定された。すなわち基本的な発掘の単位は 5ｍｘ2ｍとなっている。一般にペルー


の発掘調査においては 1ｍｘ1ｍないし 2ｍｘ2ｍの発掘単位を設定することが多いが、クン


トゥル・ワシ神殿遺跡のような大規模遺跡の場合には、あまり細かな単位設定では堆積状


況を的確に把握して調査を進めることが困難でなる。結果として、やや大きな発掘単位（5


ｍｘ2ｍ）の設定は適切であり、統一基準としてそれよりも細かくする必要はなかったと判


断している。もちろん実際の調査においては個々の発掘単位で必要に応じて発掘範囲の細


分を行っている。12回にわたるクントゥル・ワシ神殿遺跡の調査で発掘した単位の総数は


1,111 unitに及ぶ。 


 各発掘区 sectorにおける区画設定は次の基準によっている。まず幅 2ｍの基本ライン（ト


レンチ）を設定する。それを長さ 5m ごとに区画したものが発掘単位 unit となる。この基


本ライン上の発掘単位は sectorの記号と数字を組み合わせA1, Ａ2などのように表される。


基本ラインに直交する他方の軸には方位記号を用いた。たとえば基本ラインの東 este側に


は記号Ｅ、西側 oesteには記号Ｏを与えた。この軸は 2ｍごとに区分され、基本ラインから


それぞれ順に数字が付された。このような基本原則によって発掘単位が記号化される。例


えば A4E3は SecorＡの基準ライン軸上 4番目の区画（基点から 15-20ｍ）、基準ラインから


東側 3番目の区画（4-6ｍ）の発掘単位ということになる。 


 ところで区画設定時に使用した方位について触れておかなければならない。クントゥ


ル・ワシ神殿は北東－南西が基本軸であり、北東が正面になる。しかし調査時においては


便宜的に基本軸上の北東方向を北と呼んだ。つまり調査時に使用した記号の東西南北は実


際にはおよそ 45度のずれがあり、正確にはそれぞれ南東、北西、南西、北東となる。また


発掘単位は必要に応じて南部、北部などと細分して調査され記録されたが、このときの東


西南北の記号も 45度ずれたものになっている。 


 


 各発掘区および発掘単位の概要は以下の通りである。 


（Sector A） 


 クントゥル・ワシ神殿の大基壇上、北東－南西の主軸上のほぼ中央に設定したＡ1 から


北東方向へＡ14までの幅 2ｍ長さ 70ｍのトレンチを中心にして、それぞれ南東側に 2ｍご


と 11区分（Ｅ1からＥ11）北西側に 2ｍごと 30区分（Ｏ1からＯ30）した。Sector Aは、


おおまかには大基壇の北側１/4の範囲にあたる。設定された発掘単位数は 14 x 42=588で


あるが、実際に発掘を行ったのは 384単位である。Sector Aの発掘は 12回、すなわちすべ


ての調査年度において実施された。 


（Sector B） 


 Sector Aと同じ原理で神殿の主軸中央に設定したＢ1（Ａ1の南西側に隣接）から南西方


向にＢ14までの幅 2ｍ長さ 70ｍのトレンチを中心にして、それぞれ南東側に 2ｍごと 4区


分（Ｅ1からＥ4）北西側に 2ｍごと 16区分（Ｏ1からＯ16）を行った。この発掘区は、お







おまかには大基壇の西側１/4にあたる。14 x 21=294の発掘単位を設定したが実際の発掘範


囲はそれほど広くはない。Sector Bの発掘は 7回（89KW, 90KW, 93KW, 94KW, 96KW, 97KW, 


98KW）行われ、140発掘単位において調査が行われた。 


（Sector C） 


 Sector Aの南東側に隣接する発掘区である。Ｃ1から北東方向へ C13までの幅 2ｍのトレ


ンチを基本軸とし、それぞれ南東側に 2ｍごと 7 区分（Ｅ1 からＥ7）北西側に 2ｍごと 9


区分（Ｏ1からＯ9）されている。13 x 17=221の発掘単位を設定したことになるが C1から


C3までは 88KWの発掘調査域と重なり grid-unitの名称は与えていない。Sector Cとしての


発掘は 4回（89KW, 97KW, 98KW, 99KW）であり、調査した発掘単位は 96単位である。 


（Sector D） 


 大基壇の北東に拡がる第一テラスとその北東側一段低くなった第二テラスを結ぶ階段の


調査を目的として 89KWに設定した発掘区である。ここでは地中に埋まっている大規模な


石造階段を掘り出すことに主眼が置かれたため通常の 2ｍｘ5ｍの発掘単位ではなく階段


部分を四つに区分（D1, D2, D3, D4）して調査を行った。 


（SectorＥ） 


 Sector Bの南東側に隣接する発掘区で、E1から南西方向へ E9までの幅 2ｍのトレンチを


基本軸とし、それぞれ南東側に 2ｍごと 5区分（Ｅ1からＥ5）北西側に 2ｍごと 4区分（Ｏ


1からＯ4）を行った。9 x 10= 90の発掘単位を設定したが E1から E4までの発掘は行って


いない。Sector Ｅの発掘は 93KW, 94KWの２回実施された。調査した発掘単位は 96単位


である。 


（Sector Ｆ） 


 Sector Bの南西部、大基壇の縁近くの調査域である。F5E1から F5O4, F6E2から F6O7お


よび F7O6の 17区画について 93KW, 94KWの二回にわたって発掘が実施された。 


（Sector G） 


 大基壇の南部、Sector B の南東側に位置する発掘区で、発掘単位は G1O1 から G14E12


まで広範囲にわたるが、主な発掘は南コーナー近辺に集中して実施された。94KW, 96KW, 


97KWの三回にわたり 90発掘単位での調査を行っている。 


（Sector H） 


 大基壇の南西側を支える大石壁が埋まっている斜面部、およびその下のテラス部分であ


る。この sectorでは 93KW, 96KW, 00KWの三回にわたって調査が行われた。ここでは大基


壇上の調査のように基本トレンチを軸とする grid設定が難しく、地形等を勘案して設定さ


れた 56発掘単位で調査が行われた。 


（Sector K） 


大基壇の北西側を支える大石壁を埋めている斜面部とその下のテラス部分である。この


発掘区では 96KWのみの調査が行われた。基本トレンチ K0から K7まで 40mを軸とし、


それぞれ北東側に 2ｍごと 4区分（N1から N4）南西側に 2ｍごと 8区分（S1から S8）し


たが、調査が行われたのは 23発掘単位である。 


（Sector L ） 


 大基壇の北西側に広がるテラス部の発掘区であり、96ＫＷに実施した Sector Kの調査に


連続するものとして 97KWに行われた。基本トレンチL1からL2までと北東側に 6区分（N1


および N5から N9まで）を設定、8発掘単位で調査が行われた。 







（Sector M） 


 大基壇の北東側第一テラスを支える南東壁の発掘区である。この sectorでは 97KWのみ


10発掘単位の調査が行われた。 


（Sector M） 


 大基壇の北東側に展開するテラスのうち第二テラス、第三テラス、第四テラスの広域部


分である。この発掘区では 98KWのみ 14発掘単位の調査が行われた。 


（Sector R） 


大基壇を支える正面北東壁が埋まっていた斜面部とその下のテラス部分のうち北西半分


の発掘区であり、00KW, 01KW, 02KWの 3回にわたって大規模な調査が行われた。この発


掘区は北西端から 5ｍごとにW1からＷ10まで区分され、上部（南西）から下部（北東）


に向って R, RA, RC, および R1から R11まで 14の区分が設けられた。設定された区画の


総数は 10 x 14=140で、そのうち調査がなされたのは 92発掘単位である。 


（Sector S） 


大基壇を支える正面北東壁が埋まっていた斜面部とその下のテラス部分のうち南東半分、


Sector Rと隣接して連続する地域であり 01KW, 02KWの 2回の発掘が行われた。この発掘


区は中央から南東端まで 5ｍごとに E1から E9まで区分され、上部（南西）から下部（北


東）に SC, S1から S9まで 10の区分が設けられた。設定された区画数は 9 x 10=90である


が、調査を行ったのは 73発掘単位である。 


  


 クントゥル・ワシ神殿遺跡に関するもっとも基本的なデータ管理は、以上述べてきたよ


うな発掘単位毎に行われている。たとえば出土遺物等はすべて発掘単位と出土層によって


管理されている。この情報から 5m x 2mの範囲内で（また各堆積土層の厚みの範囲で）神


殿遺跡全体における空間的位置が確定できるのである（さらに精度の高い位置が必要な場


合には図面や日誌等に記録されている）。 


   


２２２２-２２２２．．．．出土遺物出土遺物出土遺物出土遺物資料資料資料資料ののののデータデータデータデータ（（（（開示版開示版開示版開示版 KWDB：：：：KW遺物資料遺物資料遺物資料遺物資料）））） 


 KWDB の根幹をなす重要データは発掘調査において出土した遺物資料に関するもので


ある。このデータには遺物そのものの情報と、出土遺物の管理・保管情報が含まれる。 


 クントゥル・ワシ神殿遺跡で出土したすべての遺物は、以下に述べる経緯から、遺跡の


近くに建設したクントゥル・ワシ博物館Museo Kuntur Wasiにおいて管理されることにな


った。2006年にすべての基礎的な分析を完了した出土遺物は、きちんと整理された状態で


ここに保管され、今後のさらなる研究に資する形で管理されている。KWDB：KW 遺物資


料フォルダに収められた情報によって、すべての出土遺物そのものに容易にアクセスする


ことができるし、個々の遺物に関する詳細なデータも知ることができる。 


 本来、発掘調査で出土した文化財・文化遺物は、法令により、調査終了時にすべて文化


庁に納めることになっている。実際には遺跡を管轄している文化庁地方支局、すなわちク


ントゥル・ワシ神殿遺跡の例でいえばカハマルカ支局に納めなければならない。ただし調


査が継続中の場合には、各年度に出土遺物の inventario を提出すれば、文化庁の認可の下


で、実際の保管は調査者に委ねられる場合が多い。クントゥル・ワシ神殿遺跡の場合には、


本研究期間の完了、すなわちすべての基礎的整理と再分析が完了した 2006年に全出土遺物


資料を文化庁カハマルカ支局の倉庫に収めることになっていた。しかし、これらの資料は







学術的にきわめて価値の高く、今後もさまざまな研究者が利用していく可能性がある。今


回作成した KWDB もそれに資することを目的としている。したがって出土遺物資料はで


きるだけ公開可能な形で保管し、多くの研究者の利用に供することが望ましい。そこで具


合的な代替案として 1994年に現地の村に建設したMuseo Kuntur Wasiを保管場所とするこ


とを提案した。Museo Kuntur Wasi は 1999年に大規模な増改築を行い、文化庁から正式の


博物館としての認定も受けた。さらに、その後も収蔵庫、研究棟などの整備を進めた結果、


すべての発掘資料を一括して保管する条件を整えていた。こうしてクントゥル・ワシ神殿


遺跡出土の全資料はMuseo Kuntur Wasiに収蔵するという特例が文化庁から認められた。


KWDBの完成とあいまって、出土遺物資料の公開や今後の共同研究としての利用の道が大


きく開かれることになったのである。 


クントゥル・ワシ神殿遺跡から出土した全遺物は（１）重要遺物資料からなる Museo 


Kuntur Wasi収蔵品資料、（２）KW土器資料、（３）KW石製品、骨・貝製品、土製品、金


属製品資料、（４）KW獣骨資料、（５）KW人骨資料に大別される。 


 


２２２２-２２２２-１１１１．．．．Museo Kuntur Wasi収蔵品収蔵品収蔵品収蔵品資料資料資料資料（（（（開示版開示版開示版開示版 KWDB：：：：遺物遺物遺物遺物資料資料資料資料／／／／Museo Kuntur Wasi


収蔵品収蔵品収蔵品収蔵品資料資料資料資料）））） 


クントゥル・ワシ神殿遺跡から出土した重要遺物資料は文化財として文化庁に登録され


Museo Kuntur Wasiにおいて常設展示が行われている（一部は博物館内に非展示保管）。こ


れら重要遺物資料は 379 項目、総点数 11,810 点であり、その内訳は金製品 35 品目（208


点）、銀製品 2品目（9 点）、銅製品 5 品目（5点）、土器 75品目（75点）、石製品 95品目


（3236点）、骨角製品 107品目（116点）、貝・石製品 3品目（3812点）、貝製品 21品目（4140


点）、土製品 18品目（18点）、土器破片 18品目（191点）となっている。これらの資料は


Museo Kuntur Wasi収蔵品としてリスト化し、さらに一点毎に必要な情報を記入し写真を添


付した目録を完成させた（開示版 KWDB：遺物資料／Museo Kuntur Wasi 収蔵品資料／


Museo Kuntur Wasi収蔵品一覧.pdf、Museo Kuntur Wasi収蔵品目録.pdf）。 


また管理場所の一覧と博物館の展示配置図を作成した（開示版 KWDB：遺物資料／Museo 


Kuntur Wasi収蔵品資料／Museo Kuntur Wasi収蔵品管理場所一覧.pdf、Museo Kuntur Wasi


収蔵品展示配置図２F.pdf、Museo Kuntur Wasi収蔵品展示配置図３F.pdf）。これによってリ


スト、目録と実際の遺物の展示・保管場所を相互に参照、検索できるようになっている。 


 KWDB：Museo Kuntur Wasi収蔵品資料フォルダには、上記開示版の masterファイルのほ


か、非開示の管理ファイルとしてMuseo Kuntur Wasi収蔵品写真、およびMuseo Kuntur Wasi


収蔵品資料の基礎資料などを所収してある。 


 


２２２２-２２２２-２２２２．．．．KW土器土器土器土器資料資料資料資料（（（（開示版開示版開示版開示版 KWDB：：：：遺物遺物遺物遺物資料資料資料資料／／／／KW土器資料土器資料土器資料土器資料）））） 


 KW 土器資料の分析結果については本報告書の井口論文に詳しく述べられている。そこ


で呈示されているクントゥル・ワシ遺跡出土の土器タイポロジーに関する最終報告（各タ


イプの記述とタイプ毎の写真・実測図）は 10年以上にわたる研究の集大成であり、アンデ


ス形成期における土器研究としては質量ともに類例のない貴重な研究成果になっている。


この土器タイプ一覧と、記述テクストおよび写真、実測図を開示する（開示版 KWDB：遺


物資料／KW土器資料／KW土器タイプ／KW土器タイプ一覧.pdf、KW土器タイプ記述.pdf、


KW土器タイプ別写真・実測図.pdf）。 







整理、分析を終えた全土器資料の管理保管情報についても以下のように開示する（開示


版 KWDB：遺物資料／KW土器資料／KW土器資料の保管一覧.pdf）。 


分析時に抽出した土器サンプルは段ボール箱に収納しMuseo Kuntur Wasiの付属施設で


ある研究棟２階Museo Laboratorio 2Fの棚に保管してある（開示版 KWDB：遺物資料／KW


土器資料／Museo Laboratorio 2F保管／Museo Laboratorio 2F外観写真、Museo Laboratorio 2F


棚配置図. pdf、Museo Laboratorio2F 保管土器資料一覧.pdf、収納棚①-⑤配置リスト.pdf、


棚①-④土器資料保管状況写真）。抽出された資料とは土器タイプのサンプルおよび完形な


いし半完形として復元できた土器であり、すべてについて写真撮影がなされ、代表的なサ


ンプルについて実測を行っている。 


そのほかに研究棟１階Museo Laboratorio 1Fの棚にも若干の土器タイプサンプルが保管


されている（開示版 KWDB：遺物資料／KW土器資料／Museo Laboratorio 1F保管／Museo 


Laboratorio 1F外観写真、Museo Laboratorio 1F棚配置図. pdf、収納棚⑬-⑰配置リスト.pdf、


棚⑬-⑮HL&KW 資料保管状況写真）。これはタイプ分類の作業途中で抽出した参考資料と


してのサンプルであり、タイプサンプル完成版はMuseo Laboratorio 2Fに保管してものであ


る。 


また整理が完了していない 00KW-Hの土器資料の一部については博物館付属の収納倉庫


Correa DepositoのBFに保管した（開示版KWDB：遺物資料／KW土器資料／Correa Deposito


保管／Correa Deposito外観写真、Correa Deposito地下倉庫配置図.pdf、BF中庭土器配置写


真）。 


抽出したサンプルを除くすべての土器資料は収集時の布袋に戻し、およそ 100袋を単位


としてプラスチックの大袋 costal に収納し、博物館敷地内に埋設保管した。総数 3 万袋に


近い土器資料を恒久的に保管するスペースの確保はきわめて困難であったため（2006年ま


では村の家を 10軒ほど借り上げて保管）、文化庁との協議の結果、きちんとした管理のも


とで資料の大半を地中に埋設して保管するという処置を講じた（開示版 KWDB：遺物資料


／KW土器資料／Museo敷地埋設保管／KW土器埋設保管報告（INC）.pdf、土器袋埋設状


況写真）。 


 


以上の開示ファイルのほかに、以下の三種類のファイルが非開示資料として管理ファイ


ルに収められている。これらの情報は一括開示とはせず、要請に応じて個別の情報を提供


することにした。 


クントゥル・ワシ遺跡から出土した膨大な量の土器破片資料は、全点について調査年度


と遺跡略号および登録番号が注記されている。これは調査時点で土器台帳に登録されたも


のであり、そこには発掘区、発掘単位、出土層その他の発掘情報が記されている。つまり


すべての土器破片は注記された登録番号から土器台帳を辿ることによって発掘時の基本情


報がわかる。現場で作成した手書きの土器台帳は、すべてデータをエクセル・ファイルに


入力し、検索やデータ処理が可能な状態にした。この電子版 KW土器台帳（88KW土器台


帳.xlsから 02KW土器台帳.xlsまで各年度 12ファイル）は非開示資料として管理ファイル


に収めた。 


土器資料の観察と分析は基本的に登録番号を単位に行われた。同じ一つの発掘単位・層


に、どのようなタイプの土器破片がどのような構成比で含まれるのかを把握してあり、こ


のデータが最終的には各発掘単位・層の時期を想定するための基本情報の一つになってい







る。この観察結果を入力した土器層位表ファイル（88KW 土器層位表.xls から 00KW 土器


層位表.xlsまで各年度 10ファイル）も非開示資料として管理ファイルに収めた。 


さらに埋設した土器情報については、基本リスト（KW埋設土器一覧.xls）を含め全管理


情報、関連資料を管理ファイルに収めた。 


 


２２２２-２２２２-３３３３．．．．KW石製品石製品石製品石製品、、、、骨骨骨骨・・・・貝製品貝製品貝製品貝製品、、、、土製品土製品土製品土製品、、、、金属製品資料金属製品資料金属製品資料金属製品資料（（（（開示版開示版開示版開示版 KWDB：：：：遺物遺物遺物遺物資料資料資料資料／／／／


KW石製品石製品石製品石製品、、、、骨骨骨骨・・・・貝製品貝製品貝製品貝製品、、、、土製品土製品土製品土製品、、、、金属製品金属製品金属製品金属製品）））） 


2002年当初において土器資料に比べれば整理がかなり遅れていたのが石製品（分類記号


L）、骨・貝製品（分類記号 B）、土製品（分類記号 D）、金属製品（分類記号M）などの資


料で、各年度に基本的な整理と観察は行っていたものの十分な分析にはいたっていなかっ


た。この 5年間であらためて全資料についての観察と再検討を行い、計測の補充のほか、


タイプ分類と材質同定などの作業を行い、さらに全資料の写真撮影を行った。 


これら厖大な資料の整理分析結果については、本報告書において、主として大基壇上か


らの出土資料を西澤が、大基壇を支える壁を埋めている堆積およびテラス部分（H 区、R


区、S 区）からの出土資料を荒田が担当して論文にまとめている。このデータ呈示はアン


デス形成期遺跡の出土遺物データとしては質量ともに傑出したものであり、きわめて貴重


なものである。開示版 KWDBでは各製品のタイプ分類一覧と記述テクストを含めた。 


また、この 5年間の整理、分析作業の最大の成果は、全出土遺物の詳細なリスト完成に


あった。遺物リストに含めた情報は以下のものである。 


 （１） 登録番号：調査年－発掘区－遺物記号・番号（例：96KW-G-L12） 


 （２） 文化庁登録番号：Museo Kuntur Wasiで管理する重要遺物のみ 


 （３） タイプ番号 


 （４） タイプ名 


 （５） 写真情報：有無のみを記入（90％以上の遺物について写真撮影）。 


   写真ファイル名は登録番号と同じで、写真フォルダから検索可能。 


（６） 計測値：基本的に mm単位。長さ、幅、厚み、径、重さなど 


（７） 材質：石製品については石質鑑定結果。 


       骨製品の場合は動物種同定結果と骨格部位などの情報。 


（８） 日付：出土した年月日 


（９） 発掘単位：発掘区情報は登録番号に含まれる。 


（１０）出土層 


（１１）時期：同一の堆積層に含まれる土器タイプの情報から想定 


（１２）観察記述：発掘時、基礎的整理時における観察情報 


（１３）特記事項：発掘時、基礎的整理時における特記事項 


（１４）図面情報：基礎的整理時に作成したスケッチ図の有無 


これらの遺物リスト（エクセル・ファイル）は、2002年当初において現場登録台帳など


の手書き情報を入力し、その後の分析結果などを進行状況にしたがって随時追加し、2007


年 3月に完成したものである。これらは最終的な結果のみ（上記 1から 10項目）の完成版


リスト（KW石製品リスト. xls）と作業プロセスの全情報も含めた管理用 masterファイル


（KW石製品リスト master. xls）になっている。 


また出土した石製品、骨・貝製品、土製品、金属製品は、ほぼ全点について写真撮影を







行った。これらの写真ファイルは遺物登録番号と同じファイル名になっており、ただちに


検索が可能である（整理・分析の途中段階で観察メモとして作成されたスケッチ図も電子


ファイル化され、遺物登録番号と同名ファイルとして管理されている）。つまり、リストと


写真フォルダ（およびスケッチフォルダ）を合わせれば、きわめて利用価値の高いデータ


集となる。 


 これらの遺物リストと写真フォルダは厖大な量になるため、開示版 KWDB ではリスト


の概要とリストの構成を示すためのサンプルページのみを示し、データそのものは管理フ


ァイルに収めた。 


 （開示版 KWDB：遺物資料／KW石製品、骨・貝製品、土製品、金属製品／ 


  KW石製品／KW石製品タイプ分類表.pdf、KW石製品タイプ記述.pdf、 


  KW石製品リスト総覧.pdf） 


 （開示版 KWDB：遺物資料／KW石製品、骨・貝製品、土製品、金属製品／ 


  KW骨・貝製品／KW骨・貝製品タイプ分類表.pdf、KW骨・貝製品タイプ記述.pdf


   KW骨・貝製品リスト総覧.pdf） 


 （開示版 KWDB：遺物資料／KW石製品、骨・貝製品、土製品、金属製品／ 


  KW土製品／KW土製品タイプ分類表.pdf、KW土製品タイプ記述.pdf    


  KW土製品リスト総覧.pdf） 


 （開示版 KWDB：遺物資料／KW石製品、骨・貝製品、土製品、金属製品／ 


  KW金属製品／KW金属製品タイプ分類表.pdf、KW金属製品タイプ記述.pdf    


  KW金属製品リスト総覧.pdf） 


 


整理、分析を終了した全資料は段ボール箱に収納し、Museo Kuntur Wasiの付属施設（研


究棟２階Museo Laboratorio 2F）の棚に保管してある（開示版 KWDB：遺物資料／KW石製


品、骨・貝製品、土製品、金属製品／Museo Laboratorio 2F外観写真、Museo Laboratorio 2F


棚配置図. pdf、収納棚⑥-⑯配置リスト.pdf、棚⑥-⑯遺物資料保管状況写真）。 


これらの石製品、骨・貝製品、土製品、金属製品についてはすべて固有の登録番号（注


記あるいは情報添付）が付されており、遺物リストに遡及して発掘時の基本情報から分析


結果の情報まで知ることができる形になっている。 


 


２２２２-２２２２-４４４４．．．．KW獣骨資料獣骨資料獣骨資料獣骨資料（（（（開示版開示版開示版開示版 KWDB：：：：遺物資料遺物資料遺物資料遺物資料／／／／KW獣骨資料獣骨資料獣骨資料獣骨資料）））） 


クントゥル・ワシ遺跡から出土した獣骨資料（分類 N）は発掘時において調査年、発掘


区、発掘単位、出土層の情報を記入した袋に収集し、固有の登録番号（96KW-G-N16など）


を与えて現場遺物台帳に登録した。これら獣骨資料については、これまで簡単な整理や同


定作業を試みたことがあるが、体系的な整理・分析にはいたらなかった。2002年になって


研究チームへの動物考古学者の参加を得て、ようやく本格的な研究に着手できるようにな


った。分析時に作成された主要データは、資料標本ごとに実施した分析項目を記した KW


動物骨管理リスト.xls、標本から採取したデータを記録した KW動物骨基礎データ.xls、シ


カとラクダ科標本について実施した KW 動物骨歯計測標本リスト.xls の 3 種である。これ


は非開示データとして管理ファイルに収め研究チームが管理するが、分析内容の概要につ


いてはデータ総覧として開示する（開示版 KWDB：遺物資料／KW獣骨資料／KW出土哺


乳類データ総覧.pdf、出土哺乳動物種名表.pdf）。 







獣骨資料の分析結果については本報告書の鵜澤論文に詳細が示されている。クントゥ


ル・ワシ神殿遺跡から出土した獣骨に関してまとまった報告はこれが最初であり、アンデ


スにおける先史学、動物考古学研究に大きな貢献をなす論文となっている。 


 


分析時に抽出した獣骨資料のサンプルはダンボール箱に収納し、Museo Kuntur Wasiの付


属施設（研究棟１階Museo Laboratorio 1F）に保管した（開示版 KWDB：遺物資料／KW獣


骨資料／Museo Laboratorio 1F保管／Museo Laboratorio 1F外観写真、Museo Laboratorio 1F


棚配置図. pdf、収納棚⑯-⑰KW獣骨資料保管状況リスト.pdf、棚⑯-⑰KW獣骨資料保管状


況写真）。 


またサンプル以外の全資料は博物館付属の収納倉庫 Correa Depositoの地階 BF倉庫２に


保管してある（開示版 KWDB：遺物資料／KW 獣骨資料／Correa Deposito 保管／Correa 


Deposito外観写真、Correa Deposito地下倉庫 2配置図.pdf、Correa Deposito地下倉庫 2写真）。 


  


２２２２-２２２２-５５５５．．．．KW人骨資料人骨資料人骨資料人骨資料（（（（開示版開示版開示版開示版 KWDB：：：：遺物資料遺物資料遺物資料遺物資料／／／／KW人骨資人骨資人骨資人骨資料料料料）））） 


クントゥル・ワシ神殿遺跡から出土した人骨資料（分類記号 H）は調査時において調査


年、発掘区、発掘単位、出土層の情報を記入した袋に収集、各袋に固有の登録番号


（96KW-G-H5など）を与えて現場遺物台帳に登録した。その後、これらを整理し観察と分


析を行った結果の基本データは人骨リストとしてまとめ非開示資料として管理ファイルに


収めて研究チームが管理する。 


 分析を終えた出土人骨資料は調査年、発掘区、発掘単位、出土層等の情報を付し、段ボ


ール箱に収納、博物館付属の収納倉庫 Correa Depositoの BF倉庫１に保管してある（開示


版 KWDB：遺物資料／KW人骨資料／Correa Deposito外観写真、Correa Deposito地下倉庫


1配置図.pdf、Correa Deposito地下倉庫 1写真）。 


 


２２２２-２２２２-６６６６．．．．KW年代年代年代年代資料資料資料資料（（（（開示版開示版開示版開示版 KWDB：：：：遺物資料遺物資料遺物資料遺物資料／／／／KW年代年代年代年代資料資料資料資料）））） 


 クントゥル・ワシ神殿遺跡に関する年代原資料は発掘調査時に採取された炭化物および


人骨である。これらの資料から精選した 28 点の炭化物、50 点の人骨資料を各機関に依頼


して放射性炭素年代測定を実施した。その結果を時期別にまとめたもの、および年代補正


のための計算グラフを開示資料とする（開示版 KWDB：遺物資料／KW年代資料／年代測


定データ、年代補正資料）。年代資料に関する分析については本報告書の鶴見・吉田・米田


論文に記載されている。 


 


２２２２-３３３３．．．．発掘発掘発掘発掘調査調査調査調査のののの記録記録記録記録データデータデータデータ（（（（開示版開示版開示版開示版 KWDB：：：：KW発掘記録発掘記録発掘記録発掘記録）））） 


 KWDB において遺物資料とともに重要な構成要素となるのが発掘調査において作成さ


れたさまざまな記録であり、大別すれば、発掘日誌、図面資料、写真資料である。これに


映像資料が加わるが、こちらの方は発掘調査そのものの記録というより参考資料的なもの


が多く含まれる。 


 


２２２２-３３３３-１１１１．．．．KW発掘日誌発掘日誌発掘日誌発掘日誌ファイルファイルファイルファイル（（（（開示版開示版開示版開示版 KWDB：：：：発掘記録発掘記録発掘記録発掘記録／／／／KW発掘日誌発掘日誌発掘日誌発掘日誌）））） 


 原資料：88KWより 02KWまで各年度の調査において発掘区、発掘単位毎にそれぞれの


担当者が作成した発掘日誌であり、発掘調査に関する基本情報が記されている。原資料の







発掘日誌は複写可能な用紙に手書きで作成したものであり、一部は調査チーム全体のファ


イルへ綴じられて共有化され、一部は各自が保管して調査時に参照した。この共有ファイ


ルは 48冊に及ぶ。 


 処理：これら手書きの発掘日誌をすべてスキャンして電子ファイル化し（JPGファイル、


PDF ファイル）、年度および発掘区毎に編集を行った（例：93KW-A-DIARIO.pdf）。また、


発掘全体について記載したものには X の記号、調査結果のまとめを記載したものには Res


の記号を付して別ファイルとした（例：1993KW-X-DIARIO.pdf, 1993KW-Res-DIARIO.pdf））。


また一枚の日誌に複数の発掘区についての記載がある場合には、それぞれの発掘区ファイ


ルに重複して所収した。完成した PDFファイルの総ページ数は 5,621枚におよぶ。 


 発掘日誌 PDFファイルは全ページについて項目検索のための注釈入力を行っている。検


索が可能な項目は日付（例：27/09/00）、発掘単位（例：A7O3）、建築遺構名等（例：Plataforma 


Central, M53, TM1）である。この電子版発掘日誌ファイルの作成によって、発掘時の基本


情報が容易に検索、参照できるようになった。 


 発掘日誌資料については一覧のみを開示し（開示版 KWDB：発掘記録／KW発掘日誌／


KW発掘日誌一覧.pdf）、基本情報に関する問合せには個別に対応することにした。なお共


同研究等で発掘日誌データが必要な場合には、別途作成した DVD発掘日誌を配布する。 


  DVD発掘日誌１．1988KW.DIARIO-1997KW.DIARIO 


 DVD発掘日誌２．1998KW.DIARIO- 2002KW.DIARIO 


  


２２２２-３３３３-２２２２．．．．KW図面資料図面資料図面資料図面資料ファイルファイルファイルファイル（（（（開示版開示版開示版開示版 KWDB：：：：発掘記録発掘記録発掘記録発掘記録／／／／KW図面資料図面資料図面資料図面資料）））） 


 原資料：88KWより 02KWまで各年度の発掘調査において作成した原図と、調査時点お


よびその後の整理時の各段階で作成した合成図などである。これら図面資料の総数は 2,133


枚であり、以下のように大別されている。 


  原図：1,565枚 


    平面原図（P:1,235枚）、断面原図（S:200枚）、 


    トータルステーション地形測量図（T:8枚）、墓平面図（Tm:48枚）、 


    参考原図（X:57枚） 


  合成図：568枚 


    時期別図（F:87枚）各発掘区の合成図を縮小合成、時期に整理 


    時期別セクション図（FS:6枚）発掘調査時に作成された合成図。 


    レベル図（L:173枚）原図を合成してレベル値を記入したもの。 


   合成図（U:227枚）原図を合成したもの。 


   合成セクション図（US:28枚）原図を合成した完成版。 


   合成参考図（UX:43枚）複雑特殊な情報を図化するために作成されたもの。 


   参考セクション図（XS:4枚）複雑特殊な情報を図化するために作成されたもの。 


 処理：これら全図面資料のインデックス化を行い、図面管理用の基本ファイルを作成し


た。また図面資料は、作業プロセスにおいて作成された内容が重複するものを除き、ほと


んどすべての図面についてスキャンによる電子資料化（JPEG ファイル化）を行った。こ


れら電子化された図面ファイルは基本的に作成された年度毎のフォルダに細分して管理用


KWDB に収めて保管されている。開示するのは資料一覧のみであるが（開示版 KWDB：


発掘記録／KW 図面資料／KW 図面資料一覧.pdf）問合せには電子版図面資料で直ちに対







応できる状態になっており、必要な個別図面を提供することも可能である。また共同研究


等で図面データが必要な場合には別途 DVD媒体等によって配布できる。 


 


 これらの図面資料を基にして整理分析を行った結果、すべての図面情報を時期別遺構全


体図として４つのファイルに集約することができた（開示版 KWDB：発掘記録／KW 図面


資料／KW時期別遺構全体図.pdf）。またデータの多い KW期（KW1, KW2）、 CP期（CP1, 


CP2）についてはクントゥル・ワシ神殿の３Ｄモデルを作成した。建築に関する最終的な


とりまとめ成果については本報告書の井口・鶴見・伊藤論文に記されている。 


 


２２２２-３３３３-３３３３．．．．KW写真資料写真資料写真資料写真資料ファイルファイルファイルファイル（（（（開示版開示版開示版開示版 KWDB：：：：発掘記録発掘記録発掘記録発掘記録／／／／KW写真資料写真資料写真資料写真資料）））） 


 原資料：88KW より 02KW まで各年度の発掘調査時に撮影した写真（Investigation）、出


土遺物の写真（Artifact）、その他展覧会等に関連した写真（Exposition）である。これらの


写真資料は白黒（プリント、ネガ）、カラー（プリント、ネガ）、スライドなどとして保管


されてきた。なお整理・分析作業において撮影された遺物写真は別に KW遺物資料ファイ


ルに収めてある。 


 処理：これらの写真資料は重複資料を除いてすべて電子ファイル化し、フォルダ KW 


Photo に収めた（JPEG ファイル：総数 19,017 枚）。フォルダ KW Photo に所収したのは解


像度の高い写真ファイルであり総容量は 66ギガバイトを超える。この基本ファイルを軽量


化して KW Photo縮小版を作成し、作業用のファイルとした（ファイル構成は同じ）。さら


に KW Photo縮小版から必要な写真を選択したファイルを作成（KW Photo選択版）、これ


ら選択した写真について、撮影時の写真台帳のほか発掘日誌、図面資料などを参照して情


報を追加し KW 写真ファイルリスト.xls を完成させた。選択抽出した写真だけでも調査関


係で 5,600枚以上、遺物写真 3,500枚以上にのぼる。ただし Artifactについては KW遺物資


料ファイルと内容が重複するものが多い。発掘記録として重要な資料は Investigation に分


類した写真資料である。これらについてはデータの概要を一覧として開示し（開示版


KWDB：発掘記録／KW写真資料／KW写真資料の概要.pdf）必要に応じてファイル提供を


行うことにした。 


 


２２２２-３３３３-４４４４．．．．KW映像資料映像資料映像資料映像資料ファイルファイルファイルファイル（（（（開示版開示版開示版開示版 KWDB：：：：発掘記録発掘記録発掘記録発掘記録／／／／KW映像資料映像資料映像資料映像資料）））） 


 原資料：各年度の発掘調査時において撮影されたビデオなどの映像記録であり、その他


に日本およびペルーで製作・放映されたテレビ番組と未編集の取材ビデオテープなどが含


まれる。これらの映像資料はさまざまな規格媒体に収められ保管されてきた。 


 処理：これらの映像資料を統一規格の DVD193 枚に収めるとともに、一覧リスト（KW


映像写真資料リスト.xls）を作成した。 


 このファイルはリストのみを開示するが（開示版 KWDB：発掘記録／KW映像資料／KW


映像資料リスト.pdf）著作権が調査チーム以外の制作者（撮影者）に帰するものを除き、


必要に応じては各 DVDの閲覧と提供が可能である。 


 


２２２２-４４４４．．．．KW関連文書資料関連文書資料関連文書資料関連文書資料（（（（開示版開示版開示版開示版 KWDB：：：：KW関連文書資料関連文書資料関連文書資料関連文書資料）））） 


 クントゥル・ワシ神殿遺跡に関する調査研究の過程で作成されたさまざまなドキュメン


トを整理、保管する文書ファイルである。原資料が紙媒体の資料については、すべてスキ







ャンによる電子資料化（PDFファイル化）を行った。これらの資料を大別すれば現地ペル


ーの文化庁と取り交わしたドキュメント（INC関連書類リスト.xls）、KW調査関係書類（KW


文書資料リスト.xls）、KW研究資料（KW研究資料リスト.xls）、報道記事の 4種からなる。


これらは基本的に研究チームが保管する内部資料である。開示情報としては報道記事一覧


をあげておく（開示版 KWDB：KW関連文書資料／報道記事／KW新聞記事（西文・英文））


一覧.pdf、KW新聞記事（和文）一覧.pdf）。 


 


 以上、かなり詳細にわたってクントゥル・ワシ神殿遺跡データベース（KWDB）の内容


について述べてきた。この KWDB 構築が本研究の重要な成果であり、これが先史アンデ


ス研究に大きな貢献をなすものと確信している。 


 


３３３３．．．．ペルーペルーペルーペルー北部北部北部北部ヘケテペケヘケテペケヘケテペケヘケテペケ河河河河流域地方流域地方流域地方流域地方におけるにおけるにおけるにおける形成期遺跡形成期遺跡形成期遺跡形成期遺跡のののの調査調査調査調査成果成果成果成果 


クントゥル・ワシ神殿遺跡はペルー北部カハマルカ県サンパブロ郡、南緯 7度、西経 78


度、標高 2273ｍの地点にある。アンデス山脈の西側斜面を太平洋に流れるヘケテペケ河の


上流部に位置する。分水嶺を越えた東には標高 2700mのカハマルカ盆地が拡がっている。 


この間の調査研究の結果からは、このクントゥル・ワシ神殿が紀元前１千年紀、形成期


後期（800-250BC.）においてきわめて特異な発展を示していたことが明らかになった。そ


れは地域の内的発展というよりも、広くヘケテペケ河流域全体の社会動態の中で展開して


いったと考えられる。そこで河の上流域に位置するクントゥル・ワシの社会を理解するた


めに、海岸平野部の下流域、標高 500ｍあたりの中流域、そして分水嶺を越えたカハマル


カ盆地において比較検討のためのデータを求めて調査を行った（付録 DVD：図 1-2 ヘケテ


ペケ河流域の遺跡分布図）。 


下流域海岸平野部の調査では、リモンカルロ神殿遺跡における集中発掘調査と下流域全


体を広く踏査したセトゥルメント調査を行った。この調査において、上流域の山地クント


ゥル・ワシで新しいタイプの大規模神殿が建立されるなど大きな変化が生じた形成期後期


に対応する同時代の社会動態を示す資料は下流域では確認されなかった。しかし、海岸平


野部では形成期中期においてあきらかに先進性を示しており、形成期後期初頭におけるク


ントゥル・ワシ神殿の形成には様々な形で影響を与えた可能性が明らかになった。それに


もかかわらず、形成期後期になると海岸平野部では少なくとも神殿を中心とした活動は衰


退し、リモンカルロ神殿は放棄されてしまうのである。この調査成果については本報告書


の坂井論文に詳述されている。 


ヘケテペケ河中流域ではラス・ワカス神殿遺跡、レチューサス神殿遺跡の集中発掘調査


と、中流域全体の遺跡分布を調査したセトゥルメント研究が行われた。この中流域ではレ


チューサス神殿遺跡が形成期後期初めに建立されるなど、上流のクントゥル・ワシと連動


した社会動態が認められた点が興味深い。ただし、現時点でのデータでは中流域と上流域


を統合した大きな社会が構成されたとは考えにくい。それぞれの地域では相対的には自律


した社会になっていたのである。この中流域の調査結果については本報告書の鶴見論文に


詳述されている。 


分水嶺を越えた東側のカハマルカ盆地では、かつて研究チームが実施したワカロマ神殿


遺跡の発掘（1979-1989年）、ライソン神殿遺跡の発掘（1982年）などのデータを踏まえて、


あらたに盆地全体の遺跡踏査を行い、形成期におけるカハマルカ盆地のセトゥルメント・







パターンの変化を把握した。カハマルカ盆地でも上流域のクントゥル・ワシに連動するよ


うな社会動態はそれほど顕著には見られない。この研究成果は本報告書の関・ウガス論文


に詳しく述べられている。 


 


４４４４．．．．先史先史先史先史アンデスアンデスアンデスアンデス社会社会社会社会のののの文明形成文明形成文明形成文明形成ののののプロセスプロセスプロセスプロセス 


 クントゥル・ワシ神殿と関連地域の調査成果を総合すれば、北部ペルーにおける文明形


成について以下のような見通しが得られる。 


 クントゥル・ワシで最初に神殿が建設されたのは紀元前 950年頃のことである（形成期


中期Ⅱ／イドロ期）。ただし近隣のセロ・ブランコではそれ以前から社会発展があったこと


が確認されており、紀元前 1250年頃には神殿が造られていた（形成期中期Ⅰ／セロ・ブラ


ンコ期）。 


 このセロ・ブランコ神殿が放棄され、クントゥル・ワシにイドロ神殿が建立されるとい


う社会変化については中流域、下流域の社会動態が少なからず関与していた。この転換期


のものと想定できるセロ・ブランコ第一号墓からは海岸地方に由来する副葬品が数多く含


まれているのである。ただしイドロ神殿そのものには海岸地方との相互交流を示すような


明確な証拠は確認されていない。イドロ神殿がアンデス文明の形成においていかなる役割


を果たしたのかについては十分なデータはないが、同時代においてヘケテペケ下流域、中


流域、さらにカハマルカ盆地でもそれぞれ神殿を中心とする自律的な社会発展があったよ


うだ。少なくともクントゥル・ワシの位置する上流域が重要な位置を占めていたとは考え


にくく、したがってイドロ神殿は地方神殿の一つとみなすのが妥当と思われる。 


 ヘケテペケ流域全体の中で上流域のクントゥル・ワシが大きな意味を持つのは形成期後


期である。形成期後期の初め、紀元前 800年ごろ（形成期後期Ⅰ：クントゥル・ワシ期）


イドロ神殿は完全に埋められ、丘全体が整形されてテラスや大型基壇からなる大神殿へと


変容を遂げた。イドロ神殿とクントゥル・ワシ神殿には連続性がほとんどなく、土器など


の物質文化も大きく変化する。様々なデータは、このクントゥル・ワシ神殿の建立が海岸


地方から移動した人々が関わっていたことを強く示唆している。少なくとも、この時ヘケ


テペケ河流域全体で社会の流動性が一時的に高まったと考えられるのである。 


 クントゥル・ワシ神殿の建立に伴って中央基壇の床下に造られた四基の特別な墓で発見


された副葬品の中には多くの金製品、海産のストロンブス貝とスポンディルス貝の製品、


そして青色の石玉（ソーダライト）などが含まれていた。また特別の埋葬にあたっては遺


骸などに朱（硫化水銀）がかけられている。つまり産地が限定された特別の資源を利用し


ていたことがわかる。スポンディルスとストロンブスは熱帯産の貝であり遠く北方エクア


ドル沿岸で採れることが知られている。金の原産地については同定できないが貴重な特別


の資源として扱われたことは間違いない。朱はペルー南部ワンカベリカの水銀鉱山産と考


えられるが、現在、専門家に分析を依頼中である。またクントゥル・ワシ期には相対比率


としてはかなり高い頻度で黒曜石製品が出土する。これも分析中であるが、やはり遠隔地


の資源を利用していたことを示している。そしてソーダライト製品については本研究の中


で原産地を具体的に同定することができた。詳細は本報告書の清水・加藤・清水論文に述


べられているが、ソーダライトは遠く南のボリビアにあるセロ・サポ鉱山が原産地である


ことが確認されたのである。 


 このような証拠からクントゥル・ワシ神殿を広域型神殿と呼ぶことにした。それは少な







くとも地域社会との連続性が希薄であること、さらに自然地形や環境条件が規定するよう


な広がりの社会、つまり一つの河川流域（ヘケテペケ河流域）や峠を越えた山間盆地（カ


ハマルカ）とはあまり関係を持たないことが特徴である。関連する地域の調査でクントゥ


ル・ワシ神殿との共通性がうかがえたのはわずかに中流域のレチューサス神殿のみであっ


た。つまり広域型神殿（クントゥル・ワシ神殿）は地域社会、隣接する社会の中ではきわ


めて特異な存在であったと考えられる。一方、クントゥル・ワシ神殿のもう一つの重要な


特徴は遠隔地、しかも南北いろいろな広がりのある多様な資源の利用である。つまり特定


の領域社会に根ざすのではなく、きわめて広範囲な物流ネットワーク（それに情報ネット


ワークが連動）に依存するという意味で広域型神殿なのである。 


 ヘケテペケ河流域全体の社会動態を見る限り、広域型神殿（クントゥル・ワシ神殿）が


大きな社会を統合する核として機能したとは考えられない。また、特殊な広域型神殿が長


期にわたって持続したわけでもない。広域型神殿はやがてその性格は弱め、地域社会に根


ざした神殿へと変貌していった。紀元前 550年ごろ（形成期後期Ⅱ：コパ期）クントゥル・


ワシ神殿は地域型神殿としてのコパ神殿に変わっていく。コパ神殿とその物質文化の特徴


はヘケテペケ河中流域でもカハマルカ盆地でも広く確認されている。ただし、その共通性


は比較的緩やかであり、それぞれが独自性を持っていた。この形成期後期Ⅱの現象は、現


在調査中のより北方にある大神殿パコパンパでも確認されている。 


つまり形成期後期Ⅰにおいて突如出現した広域型神殿（クントゥル・ワシ神殿）の存在


は地域間ネットワークのあり方に変化をもたらし、文明形成と社会発展の重要な契機とな


ったが、実際に関連地域において具体的な相互交流が促進され新たな社会変化が生じるの


は地域型コパ神殿の成立によるのである。クントゥル・ワシ遺跡のデータは、この時期に


もっと活発な活動があったことを示している。広域型神殿の文明史的な意味は、コパ神殿


のような新しい地域型神殿の創出の契機になったということである。 


しかし、このような地域型神殿がその後連続的に発展していくということではない。ク


ントゥル・ワシではコパ期の途中で大きな転換が生じた。地域型コパ神殿の構造に大きな


変化が生じ、社会における神殿の機能が変質したことを示唆するのである。それは先行す


る形成期中期以来の神殿を中心とした社会発展の終焉と結びつく。 


紀元前 250年頃（形成期末期：ソテーラ期）になるとアンデス形成期社会は大きく変貌


し、数百年にわたって様々な社会的機能を果たしてきた神殿が放棄されていった。もはや


社会統合の核としての神殿は意味を持たなくなったようだ。クントゥル・ワシでは、この


ときあきらかに神殿が破壊され、その場所は部分的かつ一時的な居住の場として使用され


るだけになる。そして、かつて放棄されたセロ・ブランコが再びこの地域の中心となった。


このような形成期末期にみられる現象はカハマルカ盆地でもヘケテペケ流域地方でも広く


認められる（ライソン現象と呼ぶ）。 


 先史アンデス社会における文明形成のプロセスはかなり複雑であり、連続的な社会発展


と捉えることはできない。北部ペルーでは形成期中期においてあきらかに神殿を中心とし


た独特の文明社会が形成されつつあった。しかし、それは連続的に発展することはなく、


領域社会へと拡大することもなかった。むしろ領域性を超えた多様な資源ネットワークを


背景にした特殊な神殿として広域型クントゥル・ワシ神殿を生み出したのである。そして、


クントゥル・ワシのような広域型神殿の存在が、文明の諸要素を拡散させ、地域間の相互


交流が進展する契機となる。しかし、それが社会統合の核になることも、社会規模の拡大







にもつながることもなく、やがて地域型のコパ神殿へと変化した。長い間、アンデス形成


期の文明は神殿を中心として展開したが、形成期後期Ⅱのコパ神殿はその基本的な流れの


一つの到達点であったと見ることができる。このときアンデス社会は、それぞれの地域社


会が独自性を保ちながらも相互交流を深めていた。ところが、このような形成期文明はつ


いに統合された領域社会を生み出すことがなかった。そして形成期型神殿の否定、放棄が、


やがて広い範囲にわたって相互に密接な関係を持つ領域社会をもたらすことになる。 


 


５５５５．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに 


 本研究は 1988年以来 20年近くにわたって実施してきたクントゥル・ワシ神殿遺跡の調


査研究の集大成を目指したものである。その試みは平成 14年に刊行した『アンデス先史の


人類学的研究―クントゥル・ワシ遺跡の発掘―』（平成 11－13年度科学研究費補助金〔基


盤研究（A）（2）〕研究成果報告書：研究代表者加藤泰建）において、その一部がまとめら


れているが未完の状態にあった。今回の研究によってその全体のとりまとめが完成したこ


とになる。なお平成 14年版において分析が完了した内容については重複を避け本報告書に


は含めていない。したがって平成 14年版に本報告書とクントゥル・ワシ神殿遺跡データベ


ース（KWDB）を加えることによって、ようやく基礎的なデータと分析結果の全容が公表


されることになる。 


 残された課題はまだ多い。今回の報告書ではデータと基礎的な分析結果の呈示を主眼に


おいた編集を行った。既発表の研究成果もすべて網羅した最終的な成果公刊『クントゥル・


ワシ神殿の研究』にはまだいたっていない。さらに今回は日本におけるアンデス研究のさ


らなる進展を意図し、報告書およびデータベースも基本的に和文を主としたが、国際学界


への貢献を考えると、英文あるいは西文による公刊を早急に準備する必要がある。 


さらに研究成果を広く社会に還元する意味では、学術書の形式だけではなく、一般書の編


纂も行う必要があろう。 


 


 本研究の成果は多くの人々の協力によって生み出されたものである。そもそもクントゥ


ル・ワシ神殿遺跡の発掘調査に携わった人々を始めとして、遺跡や文化財の保全など関連


する諸活動にかかわってきた人々の名前をここで列挙することは到底できないが、ここで


あらためて心より感謝する次第である。 


 データの集大成を目指した本研究に限っていえば、先に記した研究協力者の方々の多大


な貢献はいうまでもないが、研究協力者以外にも多くの方々の協力があって研究を完成さ


せることができた。とりわけデータベースの作成にあたって、5 年間にわたり厖大なデー


タの整理と電子化など基礎的な作業に携わっていただいた方々にあらためて感謝の意を表


したい。 


埼玉大学のプロジェクト研究室においてデータベース（KWDB）作成という困難な作業


に携わってきたのは研究分担者の井口欣也、研究協力者の鶴見英成と伊藤裕子、竹内繁、


徳江佐和子、長谷川悦夫、波多野律子、吉本洋子の諸氏である。この研究が形を整えるこ


とができたのはこれらの方々の多大な努力によるものである。 
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Correa Deposito地下倉庫2写真.pdf


KW人骨資料
Correa Deposito 保管


Correa Deposito 外観写真.pdf
Correa Deposito地下倉庫配置図.pdf
Correa Deposito地下倉庫1写真.pdf


KW年代資料
年代測定データ


イドロ期の年代測定結果.pdf
クントゥル・ワシ期の年代測定結果.pdf
コパ期の年代測定結果.pdf
ソテーラ期の年代測定結果.pdf


年代補正資料
イドロ期の年代測定補正グラフ.pdf
クントゥル・ワシ期の年代測定補正グラフ.pdf
コパ期の年代測定補正グラフ.pdf
ソテーラ期の年代測定試料.pdf
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KW発掘記録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
KW発掘日誌


KW発掘日誌一覧.pdf
KW図面資料


KW図面資料一覧.pdf　　　　　　　　　　　　　　　
KW時期別遺構全体図.


イドロ期遺構全体図ファイル
クントゥル・ワシ期遺構全体図ファイル
コパ期遺構全体図ファイル
ソテーラ遺構全体図ファイル


３Ｄモデル
３Ｄモデル KW1
３Ｄモデル KW2
３Ｄモデル CP1
３Ｄモデル CP2


KW写真資料
KW写真資料ファイル一覧.pdf
KW調査写真ファイル一覧..pdf
サンプルKW調査写真


サンプル：97KW調査写真リスト.pdf
サンプル：97KW調査写真.pdf


KW映像資料
KW映像資料リスト.pdf


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
KW関連文書資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


KW報道記事
KW新聞記事（西文・英文）一覧.pdf
KW新聞記事（西文・英文）ファイル
KW新聞記事（和文）一覧.pdf
KW新聞記事（和文）ファイル
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